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輸送投入と産業連関分析勾

山田浩之

I はじめに

交通業の outputである輸送サーピ旦が人および財貨の流れにともなって生

産され，投入されることは，いうまでもなく，交通の経済理論を構成するとき

最初にとり上げられる出発点である。このことは，運輸部門を中心として産業

連関分析を行なおうとするときにも明不的に考慮さるべき最も重要な問題点を

構成する。にも拘らず，この問題点に関する分析は従来ほとんどなかった，と

し、ってよし、。

そこで本稿では，産業連関表が部門聞の財貨の流れを示す表であること，こ

の財貨の流れは，通常，空間的距離の移動を通じて行なわれ，その過程で輸送

+ーピスの投入が行なわれるとと，そしてこの輸送サーピ旦の投入と財貨の流

れとの聞には一定の関係があること，等に注目して，産業連関分析における運

輸部門の問題点を明らかにしよう。

その際われわれは，財貨の流れに伴なって行なわれる輸送サービスの投入を

「輸送投入JTransport Inputsとよぶことにする九そして財貨の流れと輸送

投入との聞の関係を示すものとして，新たに「輸送投入率」とよぶ概念を提出

し，と町「輸送投入率」なる概念を用いて，分析を進めるであろう。

1) 本稿は，恩師佐世宜平教授の満63歳を記念して執筆したものである。教授は，保険業の特殊性
に即して，産業連関査における骨険業の生産額について明快な分析を行なわれた(佐波.(9))。
本稿も，同じ精神に立脚するものであり，運輸部門の特殊性に即して産業連関表における運輸部
門の生産額に闘する分析を行なおうとするものである。

2) との「軸送投入」は，アイザ-"が空間的距離の移動一一一これは~γ ド マイル1 トン キP

等によって制定される と定載した「輸送投入j と同じものであり. r障害が存在Tる空間を
移動する際に直面する困難を克服するのに必要とされる，苦働または他の生産要素の使用」すな
わち輸送費用に司応している (Isard，(3)， p. 79，訳，81-82ページ〕。ただしl 産業連関表がその
オベレイ γ ョナリテイのために価値的産業連関賓として作成されていることに対応して，われわ
れの l輸送投入」も以下では価値額で担Ijられているものとする。
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E 輸送投入と価格評価

産業連関委は，周知のように，ある期間に行なわれた財貨の部門間取引を示

す表であるが，財貨の取引は，通常，空間的移動壱通じて行なわれ，輸送サー

ビスの投入壱伴なって実現される。その場合，部門間取引額の価格評価は，輸

送サービスの投入すなわち輸送コ旦トと商業マージ Y を含めた「購入者価格」

purchasers' price によって行なうことも可能であれば， 輸送ョストと商業マ

ージン一一両者を併せて通常，流通費用とよばれる を除いた出荷地での価

格すなわち「生産者価格Jproducers' pricじで評価1ることも可能である。そ

して，価格評価の仕方によって，産業連関表における輸送投入(および商業活

動)の取扱いも異ってくる。そこで，価格評価と輸送投入の取扱い方との関係

から問題に入ることにしよう九

さて，外国貿易を無視した封鎖経済Vステムを前提し，結合生産は行なわれ

ないと仮定しよう。また，旅客輸送と貨物輸送とは別の部門と考え，旅客輸送

部門は他の部門と同じように取り扱い，貨物輸送に関する上記の特殊性に注目

しながち考察をすすめる。いま

X， ・2部門の産出額

Xi! .・・・生産者価格評価の z部門→y部門の取引額

XGj ・ 生産者価格評価の商業(G)部門→ 1部門の取引額

XFJ • ・生産者価格評価の貨物輸送(F)部門→ 1 部門の取引額

巴・ 包部門の最終需要 y....最終需要合計

Vj •••••• j部門の付加価値 V ・付加価値合計

とすると，生産者価格評価取引行列[X]は次のよう k示される。

Xll・ X1mX1G X1F Y1 X1 

IX，叫....，Xmm XmG XmF y"， X"， 

[x】 ~lxG' ・… ，XGm Xaa XGP Ya XG 
xP1 ......xpm λそ同 λ~PP YFλ'F 
V，・・… Vm Va Vp 0 V 
X1......Xm XG Xp Y 0 

3) 産業連関分析における価格評価の問題については，宮本.(7]がくわしし、

(1) 
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ここで，(X)の横行については需給パランス式として(2)式が，縦列について

は収支パラ Yス式として(3)式が成立している。
m 

2JX'j+XiG十XiF十Y，=X‘ (i=1， ......，隅，G，F) (2) 
)=1 

悦

呂X"十XGj十XFj十円=Xj (j=l， ・，問，G，F) (3) 

つぎピ，生産者価格で評価した取引額と購入者価格で評価した取引額との間

4こ1:1:

生産者価格取引額十商業マージン+輸送投入=購入者価格取引額

とし、う関係が存在しているから，

Gij" ・Xijに伴なって発生した商業マージン

Fりー X，に伴なって行なわれた輸送投入

X'i:J'・ ー購入者価格評価の z部門→y部門の取引額

と表わすと，上の関係は次のように示される。

X;.j + Gi，十五戸X'I.f

Y包+GiY+FiY=Y'i 
(i， j=l， ・・，m，G，F) (4) 

ところで，生産者価格評価表においては，各部門が投入する商品を，現実には

商業マ ジン・輸送コスト己みの価絡で購入していても，あたかも直接にその

生産者から出荷地の価格で購入しているかのように取扱っている。したがって

その場合，その取引に伴なって発生した商業マージ γ ・輸送ヲストは，その部

門が商業部門および貨物輸送部門より購入したかのよう仁処理すると土が要請

される。そうすれば，財貨の取引ヒおいて控除された商業マージン・輸送コス

トはすへて，その部門の縦列t商業・運輸部門の横行との交点に計上されるこ

と化な i その部門の横行の合計である生産額と縦列の合計である支出額とは

一致し，したがって流通費用を矛盾なく取り扱うことができるからである。こ

のことは商業部門，貨物輸送部門の各部門への販売高を次式によって定義すれ

ばよいこと壱意味している o

XGJ=EAh，YG=呂GiY (j=1，…，四，G，F) (5) 
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XFJ=Eju，YF=言戸Y (6 ) 

そこで，次のような商業マージγ行列(GJ，輸送投入行列[F]を考えよう。

(Gl1・ G，机 G1GG1F G1y i 

(GJ=I 

¥G慨 1 ・Gmm'GmG GmF Gmy) 

( Fll......F1ffi FIG F1F F1y 

(Fl=1 

¥1';叫・ FmmFmG FmF  FmY 

(7 ) 

(8 ) 

そうすると， (5)， (6)は商業マージン行列，輸送投入行列の列和が生産者価格評

価表における商業部門，貨物輸送部門の横行のエ V メ y ト壱構成していること

を示している。

他方，商業マージン行列，輸送投入行列の行和を考えて，それを次のように

G" F，とおこう。
m EC廿 +CW+GiF+Giy=-Gt (9 ) 

(i=l，……，間〉

22h十九G+FiF十九yニ F， (10) 

あきらかに， G，は第 z部門の商品の各部門への販売に伴なう商業マージY の

総額，すなわち品目別商業マージ Yであり ，F，は第z部門の商品の各部門への

販売に伴なって投入された輸送投入の総額である。いま，輸送投入はすべて運

輸部門によって行なわれ，運賃収入を形成すると仮定するとの，F，はいわゆる

品目別運賃収入に他ならない。

とくに輸送投入(貨物運賃)行列について，以上の結果を要約すると次のよ

うになる υ

(イ) 輸送投入行列の列和=各部門の投入が必要とすz輸送サービスの総投入

額

二貨物輸送部門から各部門への産出高

(ロ) 輸送投入行列の行和=品目別運賃収入

4) 現実は自家輸送が存在するから，輸送投入と運賃収入との闘にはギャップポ生ずる。全体とし
て，運輸活動が計測されるためには.自家軸送を含めた輸送投入額が計上されるととが望ましし、。
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ここで，品目別運賃収入の合計を考えると，帥， (6)， (2)によって次の関係が

成立している。

机 切飢 肌

呂Fg=E23恥+呂;巧G+EF斗呂九Y

m 

=L]X1<'J+XPGートXpF+YF 
.J=l 

=λ'F 

m 

同様にして， Eh=XGが成立する c すなわち，品目別運賃収入の合計，品

目別商業マージYの合計は貨物輸送部門の総生産額，商業部門の総生産額に等

。、
しし

そこで，商業マージン行列[G)については，G1，.， -X(}j， -Ya， -X，σ でもコて

縁付け Lた商業T ージY行列[c)，輸送投入行列[F)については，九 -XPj.

-XF でもって縁付けした輸送投入行列[1')を次のように与えよう n

(11) 

GH" G1G  G1F GU~ 

G耐 GmG GmF Gmy Gm 
XGm-XGG-XGF-Ya-XG 

0 0000  
o . 0 0 0 0 

0 0 0 00  

G， Gu 

G.，.I 

〔吉)=l-i~;..
0 

0 
0 

YT'， 

(12) 

FLG F1F F1y Fl 

F協 1・ Frnm Fma FmF FmY Fm 

0 ・ o 0 0 0 0 
-XP1….，.-XFm-XFG-XPF-Yp-XF 

0 ・ o 0 0 0 0 
0 ・ o • 0 0 0 0 

F，m Fll 

[1')= 

そう市ると，購入者価格評価取引行列[X'つを，但)をみたすように，次のように

(13) 

定義することができる。

[X)十〔言〕十 [1')= [X') 

ただし，
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X'll ・・ "X'1m X'lG X'lF Y'1 X'l 

l"y'm1......X'mmx'maX'mF Y'mX'm 

[X'l~1 0 ・ o 0 0 0 0 

0 ・ o 0 0 0 0 
V，・ Vm Va Vp 0 V 
X1 . .....Xm XG XF Y 0 

ここでは，部門聞の取引額は購入者価格で評価されているが，各部門の投入

合計(支出)がその部門の産出額(収入)と一致するように表が作成されてい

るので，商業マージ:/，輸送ヨストの各産業への投入はすでに計上ずみとなり，

商業・運輸部門の横行は空欄となって，ゼロが記入されることになる。そして，

収支ハランス式は次のようになる。
m 211xfzJ十円=Xj (j=1， ......，t仰肌?

また，各部門の販売高(横行)ω合計とし1定義される需要合計はその生産

額を商業マ一ジンλ，輸送コ λ トだけ上回る己とになりれ，生産額プヲス商業マ一

ミジ/Yプラス輸送投入(運賃収入)として定義される供給合計とノパミラ γ ス rるo)D 

したがつて需給ベヲ yス式は
明

記 X"iJ+X'iG+X'W+ Y't =-=~\:九
日

-Xi +Gi +Ft 

となる 5向。 (τニ 1，，. "".刑)

(15) 

5) 購入者価格書戸市表は，刑の什方でも作成し弓る(官本 (7コ 30ベ_.-;，参闇〉が ことではわ
が同の昭和~.'i年 38年産業連関衰の方式に従って叡述してある(行政管理庁統計基準局.(1 J)。
なお 昭和~!'i年表より 商業マージン喪および園内運貫主が作製されてL、L この研究は とれ
らの表の利用を目的として構組されたものである。

6) 帥式は，粒式的には次の上うに轟かれる。すなわち，怖の左辺'.'(4)を代入して (2). (9).帥を
用いればよい。

I;X九J+X'tG十X'"，十 Y'i=乙(Xd+G1.J+FiJ)十 CXiG+GiG十FiG)
j=l )=1 

+ (XIJ'+G，F+FiP) + (Y~+G.!y +Ftr) 
悦明

=(L:XiJ+XiG+XiF+ Yi)+ (L:G'O+G;:G十G"，十G;;y)
J=1 )=1 

腕

+ (I;F，υ+FiG十F'F十FiY)
)=1 

=Xi+Gi+Fi 
7) 外国貿易を考慮した開放経慌についてはj 競争輸入方式によって取扱うと，需給パヲ yλ式は
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E 輸送投入率

以上の考察において，生産者価格評価表と購入者価格評価表とをつなぐ環と

して，商業マージン行列 k輸送投入行列とが存在することが明らかとなった。

つぎの課題は，このことを明示的に考慮した産業連関モデノレを構築することに

ある。そのために，われわれは部門間取引 (X，，)に伴なって商業マージ:/(G，，)駒

輸送投入 (F，，)が発生する関係を線型と仮定し，次の式によってあらわすこと

にしよう。

Gi;=gtjXij， Giy=g町 Y，
Fij=fijXlり，Fiy=!{y Yi 

(;二i;.:Z，G，F)
(16) 

(17) 

ただし，

g山 gtY......部門間取引における商業マージγ率

ん.!iY' ・部門間取引における輸送投入率

ここに設定された 2つの係数のうち，商業マージユノ率は取引額 1円当りの商

業マージ Y額であって，商慣習や包装費等によって商品毎に異コた値をもって

いるが，その理論的意味はきわめて明らかである。これに対して，輸送投入率

は筆者の新たに提唱する概念であって，その内容については詳しい検討号必要

とするであろう υ

さて，輸送投入率は

!ij=FijjXij， !，y=F，yjY， (17)' 

と定義されているが，まず分母の部門間取引額Xりは価格と物量の積としてあ

らわされるから，次式が成立している。

X'Íj=Pi*~ij* (18) 

抗のように変形される。まず生産割面格については，
m 
L: Xd ..Jト XiG+XiF+Y~=X，汁Mも (2)'
J"l 

ととで，M，は包部門商品の CIF価格で制画された輸入額 Cあるロ輸出よ FOB価椅で評価さ
れ最終需要Y，に含められる。購入者イ面格についても，同様にして

時十島+
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+
 

Z
 

g
 

Y
 

+
 

F
 

E
 

+
 

o
 

x
 

+
 

j
 

E
 l

 

m
z
h
f
 

同F
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ただし，

tt*'" '. i部門商品の単位当り価格

Xtj*・・・包部門→ y部門の取引量(物量単位)

ととろで，XtJ*は種々の地域の g部門から種々の地域の y部門への輸送量の

合計であるから，

バj・ー第 Y地域の第z部「うから第 S地域の第y部門への輸送量

(輸送単位二トン)

τ 第 z商品の輸送トン数と商品単位との換算率

を考えると，次式が成り立つ。なお，地域の数は h個とする。
• k 

Xij*ニ Ti2J 2J Xij (19) 

つぎに，分子の輸送投入額は，輸送量と距離と運賃率との関数であるから，

1，8...... r地域から S地域への距離

pt...... ~商品の 1 トンキロ当り蓋準運賃率

F …基準運賃率に対する距離変化係数

とすれば，Fij は X ij* に伴なう輸送投入額であるから次式が成り立つ"。

k 

FtJ=LJ 2J PtEn1"x'ij (20) 

そこで， ~ずに (19). 仰を代入して，

Pi 2J2J Er81T8xn 
ん 予/l<Tt~2J Xij (21) 

をうる。ここで，

(22) 

と定義するならば，んは z部門の商品がy部門へ輸送される場合の，基準運賃

一率に対する距離変化係数((OfS)によって加重された平均輸送距離 以下，略し

て単に平均輸送距離とよぶ と解釈することができる。したがって次式がみ

ちびかれる。

8) この点については， Ichimura， (2 J容照。
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ん=常(却
ζ の式において，分母はト Y当り価格，分子は z部門の商品 1トYを平均輸

送距離 (1，，)運送した場合の輸送コスト(運賃収入)をあらわしいるから，部門

聞の輸送投入率は「ある商品1円分をその商品取引の平均輸送距離だけ運送す

る場合に必要となる輸送コ見ト」と解釈することができる。輸送投入率がこの

ように意味づけられるならば，その安定性は，商品の価格や運賃率が一定 Cあ

るかぎり，平均輸送距離によって左右されるであろう。そして平均輸送匝離は

地域聞の交易構造が変らなければ変らないと考えることができるから，輸送投

入率もまた地域聞の交易構造が安定的であるかぎりにおいて安定的とみること

が可能である。

以上において，われわれは輸送投入率の理論的意味とその安定性を明らかに

することができた。したがって，モーゼス型の地域間違関モテノレにおいて地域

間交易係数が重要な理論的用具として用いられるめのと同様に，輸送投入率を

用いたモデノレを展開することが許されるであろう。そこで以下において，われ

われは輸送投入率壱利用して，貨物輸送部門の産出額を品目別に分割した品目

別運賃収入の決定を可能とするモデルを構成することにする。なお，それに先

立って，通常の産業連関モデルにおいて河いられている輸送サーピλの投入係

数，すなわち生産者価格評価表を前提として定義される各部門にお付る貨物輸

送サービスの投入係数 (aFJ)の内容壱輸送投入率寺用いて明示しておこう。産

業連関モデノレにおける投入係数の定義向=Xij!Xjおよび(6)式から ，aFJは次

のように分解される。

42弓J 悦 FH XH -:'!: 
aFJ=苛=号7E豆11寸=亙んaiJ 斜)

つまり，各部門の貨物輸送サービスの投入係数は各部門における各財の投入係

数と輸送投入率との積和に分解される。このことから，各部門における貨物輸

送サービスの投入係数が他財の投入係数とかなり違った性格をもつことが明ら

9)， Moses.(8)参照。
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かとなる町。

第 101巷第l号

N 産出高決定モデル

本節では，各部門の産出高と同時に，先に定義した品目別運賃収入および品

目別商業マージY ((9)，怖をみよ)を決定する産出方程式体系を導出しよう。悼

式に示された購入者価格評価表における需給パラ Y7.式

EXF4J+杭 a+X'iF+町三Xτ+G包 +F，
から出発しよう。この式に(4)を代入すると，

戸(X"十G，，+F，，)+ (Xw十Gw+Fw)

(i=l， ......，m) 

+ (X"，+ G"，十F"，)+ (Y， +GiY+F，y) =Xi +Gi +Fi 

となるが，これは投入係数，商業マージン率および輸送投入率を用いて次のよ

うに変形される町。

員(附仇十JiJG'J)XJ+ 阿十giaa~G叶G什+五μfWai耐向a向五岬川G
十(叫F十gi.印Fα向iF+λ五iFai官F)λ:F+Yも +Giy+Fiy=Xi+Gi +Fi 

この式をさらに，

(E1atA+azGXG+仰心+Ys)+(Eg伯尚+仰向山

十giFaiFXF十G，y)十1EMA十五aawXG+fiFaiFXF+FiY) 

=Xi十 Gi+F!;

と変形すれば， (2)， (9)， ~。によって次の 3 つの式に分解される。

2J aiJXj +向。XG+a研 λCF+Yi =Xf， 
j=l 

Eg内 Xj+giGaWXa+giFaiFXp+Gty=Gi 

EiんaijXj +んCaiG九十!ipa日 Xp+九yニ F，

10) なお，各部門の商巣サービスの投入係数 "Gjについても問躍にして，次式が成り立つ。
m 

aOj = L: CiJaμ 
1=-1 

11) 争h会キ争!-=giJQoj ; 与」手~. ~}! = fijad を用いる。
刊明円 引 ~iJ "'"J 

$ 
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この式に，

XGニEGJ，XF=EFJ，G4Y=hyYhFPAyYt 

を代入すると，

LJ aiJXJ +向。2JG J +内F 2J FJ+Yi~Xi
)=1 )=1 午1

悦 悦 司児

玉JgiJaiJXJ+giG向G 2J GJ+giFaiF 2J FJ+giYYi~Gi (25) 
.1=1 .f ~l .1=1 

2MFJ+ん向。完戸+五向車FJ+fiYYi=Ft

(i ~1. ……，制)

がえられる。この連立一次方程式の未知数はおJ Gi， F."であって，その数は

3隅，方程式の数も 3四であるから，この方程式体系は叫個のれを与えるこ

とによって解くことができる問。そこで， この方程式体系を Xt，Gi，九につ

いて解いた誘導形を行列形式で示すならば，次のごとくなる。

3隅xl 3隅x3m 3mx刑 3刑×叫 3剛 X隅 3刑xl

日[[1]一日川
ここで. [I]は単位行列. { }はベグトノレを示している u

この式が，最終需要 γ4をあたえた場合に，部門別産出高，品目111]商業マー

ジン，品円別運賃収入を算附する計算式である n なお，例として，隅~2 の場
民F

合の計算式を示しておこう。

~1 (1-~1 -aL2 -~G 一向。 -a1F -alF 

Xzl I -a21 l-u:.u 一向。 一向。 -aZF -;-aZF 

Gd一 -gl1aU ← g12a121-glOa1G ← gloa1G -glpalF -glpalF 
G，I-I -g"a" -g凶 22 -gzoaZG l-gzouZG -gZpuZF -gZpaZF 
F，I I -j"“11 

-j12U12 -flGalG -fIGUIG l-flpalF -JlpalF 

Fz) l -fna21 -t3ZaZ2 -f2GaZG -fZGaZG -f2pa2F l-f2F向 F

12) 帥の轟数行列の列和について，
飢

1:: (ati+giJatJ+ hJaiJ)く(j=1，......， m， G， F) 
i=I 

'( Y，) 
Y， I 

glY Y1l 
g，y Y，I 

flY Yll 

J2Y Y，) 

が成立しているから，同係数行列を (AJであらわすと.(I-AJはソロ の条件をみたし，逆行
列(I-A)-lが存在する。
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以上では，外国貿易を無視した封鎖経済を前提していたが，上のモデノレを(2)'，

(l~'を用いて，外国貿易を考慮した開放経済γステムに拡張ずる、ことは容易であ

る。

V 価格決定モデル

つぎに，われわれのモデルにおいて価格がどのように決定されるかをみよう。

出発点となるのは， Mに示された次の収支パランス式である。

2Jxr4j十巧=Xj

この式に但)を代入すると，次式がえられる。

Lj(X"十G，，+F，，)十V，=Xj

ここで，計測単位として円価値単位壱採用して価格を導入すると，上式は次の

ように変形される。

たfごし

Lj(P，X，，+ G，，+F，，) +v，X，=ゎX，
i=l 

p.... 第 z部門商品の円価値単位の価格ゆ戸1)

町 第1部門の付加価値率

(27) 

制の両辺壱 X，で除し，投入係数，商業""'<'-9:/率および輸送投入率を用いて

変形すると，

呂(向付イ giJPta計五，P;stj)+町=わ

となるが，これを整理して次式が導かれる。
m 

Lj(l+g，，+ん以内十円=わ (j=1， …，刑 (28)

この式は叫個の価格わを未知数とする隅個の方程式であって，付加価値率

叫を与えるならば，解くことができる。そこで，との方程式体系をわについ

て解いた誘導形を行列形式で示しておこうの
md 乱 X協 m"る怖d

(P，) = [[刀 [(l+g"+!，，)a，，l'-'(V，) (29) 

以上が，われわれの価格決定モデル(基本形)である。 このモデノレで内生的

に決定されるのは，貨物輸送部門と商業部門の 2つの部門を除く帥個の部門の
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価格である。商業部門の価格および貨物運賃は外生的に決定され，他部門商品

の価格変動はこの 2つの価格には波及しない。逆に，商業サーピ月および貨物

運賃の変化は商業マージン率および輸送投入率の変化を通して他部門商品の価

格に波及する。これらの部門においては価搭波及が一方向にのみ行なわれると

いう現実を考慮するとき，われわれのモデルが現実に適合したモテノレであるこ

とが珪解きれる。とくに，貨物運賃の変化は品目によって異るのが普通である

が，このことは輸送投入率〔ん)を用いてはじめて現実的な処理が可能となる問。

なお，価倍波及が一点的にのみ行なわれる部門は他にも存在する。たとえば，

旅客輸送，電力，フザスその他，いわゆる公共料金部門などがそうである。これ

らの部門については，通常行なわれる「外生化」の手法によって取り扱うこと

ができる。また，商品価格の上昇が生計費上昇→賃金上昇を経由して再び商品

価格の上昇にはねかえるという現実は，消費部門の「内生化」によコて処理す

ることが可能である。ともあれ，現実の何格変動を分析するための産業連関手

デノレは，われわれの価格決定モデノレ〔基本形)を基礎にして展開することが可能

である叫。

1在 地域間産業連関モデルと輸送投入

地域間産業連関モデルについても，われわれの分析手法はそのまま妥当する。

そこで本節では，地域間産業連関分析において輸送投入を扱う場合にと〈に問

題となる点を指摘しておきたい。

まず，アイザードが提示した地域間産業連関モデノレ町壱前提Eして，地域別

の需給パラソス関係を示それそこで，

13) 普通，このことは運輸部門を外生化するととによって行なわれるが，その場合には品目によっ
て異る買物運貰率的変化を取扱うことが困難となる。たとえば， (11)， m， (2)彦照。

14) われわれの価格決決モデル(基本形)にもとづいて展開されたj より現実的な価措置動モデル
としては』山田 [1")を審問されたい。同論文はj 金子崎山若宮， [5 Jの批判的発展を意
図して執筆されたものであるがj とれに対しては金子の re]oinder，(6)がある。 そとで，金
子， [6 Jは筆者の輸送投入率の鞭危の意義について明怯な理騨そ示されながら， 他方でその利
用について疑問を出しておられる。本稿は全体として，金子，(6 Jの疑問に対して答えているこ
とになるであろう。
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X~ ー・ 7地域で生産された z部門の総産出額

xg・ 7地域 z部門→ S地域1部門の取引額(生産者価格)

y;8...... r地域 z部門に対する S地域の最終需要(出荷ベス，生産者価格〉

F~j......Xij Iご伴なって発生した輸送投入額(貨物運賃)

Vj...... r地域1部門の付加価値

と記号を定めるならば， グ地域で生産された z部門の総産出額x;は S 地誠の

y部門への中間需要XZとして各地域へ出荷されるか地域の最終需要 Y;'

として全国へ出荷されるかのいずれかである。いま，地域の数を h個，運輸を

含む産業部門の数を%とするならば町，各地域の産出額は中間需要合計と最終

需要合計の和であるから，需給バランス式として次式が成立している。

X~= 古土 X~l +土 y~. γ=1 ， ..••... k i=1.ー 川) (30) 

つぎに，地域間・部門間取引における輸送投入率 fUは，第E節と同様に，

次のように定義される。

fU=FuIXn 

ここで，分母，分子について次式が成立している。

X~j=p~*xuホ=Pi*τ凶ij

FZ二 ρif1"8l1"8xij= Pilrsx'1，J ただし.lT8=frszrs) 

した治まって，

(31) 

万主主ト (32) 
Ytーも色

が成立する。輸送投入率の意味するところは第E節の場合と全く同じである。

ただ，ここでは平均輸送距離んのような計測の困難な概念は必要とせず，簡

明により直接的に把握でき，計測も容易となる。

つぎに，貨物輸送部門の産出額について，第2節とパラレノレな定義を考えて

みよう。いま前と同様に，第F部門を貨物輸送部門とし，輸送対象となる商品

を生産してレる部門の数を刑とするならば，それは， γ地域の貨物輸送部門か

15) Isard， C 4J参照。
16) 本節では，商業部門は無視するがJ 以下の分析は商業部門についてもほとんどそのまま直用す

ることができる。
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ら各部門への販売額(すなわち同部門の横行の各マス目)壱. (6)と同様に次式によ

って定義することである。

xzj=ZJR;，YF=22F:b(制

この式は s地域の 1部門がその投入を v地域の各部門から購入する場合に

必要とした輸送投入の総額によって， タ地域の貨物輸送部門の s地域 1部門へ

の産出と定義することを意味している町。

その場合， け也域の貨物輸送部門の総産出額 x;は同と働から，

X五=会会主πj+主主Fユ (34) 

となる。あるいは，この式は仰を用いて次の立うに表わすこともできる。

x;.=主A2mmj+主主f問 8
(34)' 

つまり r地域の貨物輸送部門の総産出額として計上されるのは r地域の各

部門から全国へ，或は中間需要として或は最終需要とじて出荷された商品の輸

送に伴なって生じた輸送投入額の総合計なのである。このことから，次の重要

な帰結が生ずる。すなわち， ア地域の貨物輸送部門の総産出額(同部門の横行の

告計)は同地域同部門の総投入額〔阿部門の縦列の合計〕と異なっ亡くることであ

る。ァ地域の貨物輸送部門の総投入額は，同部門が生産活動を行なうために要

した各地域の各部門からの投入額の合計と付加価値の和として，通常，定義さ

れるから，次式が成立する。

EF=22土xr:.+v (35) 

ただし，主 r......r地域貨物輸送部門の総投入額

あきらかに，例と紛が一致する保証はどとにもない。なぜなら， グ地域の各

部門から全国に出荷きれる商品の輸送にあたるのは，現実にはグ地域の輸送部

17) このことは地域から各地域への財貨の販売に伴なろ軸漣ザーピスの投入はすべて地域の運
輸部門によって行われる，と仮定することに等しし、。

この定義を問題とするのはj グ地暗から s地域への財貨の輸送において要した輸送投入のうち
どれだけが地域の輸送機関によって， どれだけがその貨物が通過した各地域の輸送機関によって
行われたかを正し〈把握するこ左はきわめて困難だψらである。通産省が作成した昭和35年の地
域間産業連関表も I 上の定義にもとづいて貨物輸送部門の産出高が計上されているように思われ
る。(通商産業大臣官房調査統計部. (lOJ， 203ベ ジ参照J
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円だけではなし他地域の輸送機関もまたその商品の輸送壱行なうからである。

もちろん，全国の貨物輸送部門の総産出額と総投入額とは当然一致する。その

販売活動と投入活動との範囲が一致するからである。 したがって，次式は成立

している。

ん=EXF=呂X~ (36) 

しかし，個々の x;.と x，については X，が 7 地域に存在する貨物輸送

部門の売上額と一致しなも、場合には， 両者は等しくならない。

乙の場合， 各地域の貨物輸送部門の総産出額として言|上されるもの(行和)

と総投入額(列和)とを等しくするように， 擬制的に後者を前者に一致するよ

う操作することも可能であれば叫， 両者が一致しないままに放置しておいても

よし、。貨物輸送部門的行和と列和が一致しなくても，産出高の決定に誤差は生

じなし、からである n (1967年12月6日 佐被告牛革官記U念講義の日に〕
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